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天 我 父 御名 御國に まします らの よ ねがわくは を あがめさせたまえ を きたらせたま、 。

天 地え みこころの に なるごとく にも なさせたまえ。 、 。

我 日用 糧 今日 与 我 罪 犯 者 我 許 我らの の を も えたまえ らに を す を らが すごとく、 。 、 、

罪 我 惡 救 國 力らの をも ゆるしたまえ らを こころみに あわせず より いいだしたまえ と。 、 。

榮 限 者と えとは りなく なんじの なればなり アーメン。 。

我 天地 造 主 全能 父 神 信 我 獨 子 我 主は の り の なる を ず は その り らの イエス キ、 。 、 、

信 主 聖靈 處女 生リストを ず は に よりて やどり マリヤより まれ ポンテオ ピラトの もと。 、 、

苦 受 十字架 死 葬 陰府 三日目 死人に しみを け に つけられ にて られ に くだり に の うちよ、 、 、 、

天 昇 全能 父 神 右 座 來 生り よみがへり に り の なる の に したまへり かしこより たりて け、 、 、 、

者 死 者 審 我 聖靈 信 聖 公同 敎會 聖徒 交る と ねる とを きたまはん は を ず なる の の わり。 、 、 、

罪 赦 身体 永遠 命 信の し の よみがへり の を ず アーメン、 、 。 。



主 祈の り

使徒信條

자료분석2.2

어휘량 비교2.2.1

橋本

イエス キリスト
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天 我 父 名 國 地 日用 糧 今日 罪 者 惡ら こころ こころみ ちから、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

榮 物 与え なんじ まします あがめる きたる なる なす える、 、 、 、 、 、 、 、

會 救おかす ゆるす う いいだす、 、 、 、 ねがわくは かぎりなく、

アーメン

に を が より の よ と ば は も させる たまう せる、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

御ごとし ず なり、 、 、



我 天地 造 主 全能 父 神 獨 子 我 主 聖靈り り ら イエス キリスト おとめ、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

苦 十字架 陰府 三日 死人 內 天 右マリア ポンテオ ビラト もと しみ、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

者 公同 敎會 聖徒 交 罪かしこ わり ゆるし からだ よみがえり とくしえ、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

命 信 生 受 死 葬ず よる やどる まれる ける つける ぬ る くだ、 、 、 、 、 、 、 、

座 生 審 聖る よみがえる のぼる す きたる く く その なる、 、 、 、 、 、

アーメン

の を に より は と て なり られる れる たまう り、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

目ん、
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문 단위의 대조분석2.2.2

御名をあがめさせたまえ。

來たらせたまえ。

地にもなさせたまえ。

今日も与えたまえ。

我 罪らの をもゆるしたまえ。

惡 救より いいだしたまえ。

限りなくなんじのものなればなり。

アーメン

神を信ず。

イエス キリストを信ず。

死 者 審と ねる とを きたまわん。

永遠 命 信の を ず。

アーメン

たまう ーたまえ
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て

來かしこより たりて

主 聖靈は によりてやどり

處女マリアより生まれ

苦ポンテオ ピラトのもとに しみを受け

死人のうちよりよみがへり

天に昇り

神 右の に座したまへり

主 聖靈は によりてやどり 處女マリヤより、 生まれ 苦ポンテオ ピラトのもとに しみを、 受け 十字、

架につけられ 死にて、 葬られ 陰府に、 くだり 三日目 死人に のうちより、 よみがへり 天に、 昇り 全能、

父 神 右の なる の に座したまへり 來 生 者 死 者 審かしこより たりて ける と ねる とを きたまはん、 、 。



て

3. 검증 및 향후과제

日本聖書協會
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また

すなわち

新共同譯   

聖書 

そして けれども ここに そこで しかし それで、 、 、 、 、 、

もし そうすれば こうして、 、 、

こうして そして しかし そうすれば、 、 、 、

そこで しかし そして このように こうして、 、 、 、 、

だから そして しかし、 、 、

そこで そして すると それから さて こうして、 、 、 、 、 、

ところが しかし、 、

ところが そして さて すると そこで それから、 、 、 、 、 、

それゆえに それに こうして、 、 、

そして ここに しかし さて そこで それでは では、 、 、 、 、 、 、

そして さて それから そこで、 、 、 、
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要 旨

本稿 韓國語 祈禱文 日本語 祈禱文 比較 文章單位 兩言語 相對的では の と の を することによって においての の、

特徵 究明 本稿 比較對象祈禱文 現在 韓國 敎會 日本 敎會 共 詠 主な を している の は の と の で に まれている の。 、  

祈 文 使徒信條 資料価値 第 言語 翻譯文 文章体り と のことである これらの は の からの であることと という 。

文体 共通点 共有 硏究動機 祈禱文 比較 注目 値 共通としての を していることである はそれぞれの の から に する。

違 見 日本語 方 韓國語 比 祈禱文 成 文 數 遙の いが つけられたからである すなわち の が に べ を している の が か。 、

多に いということである。

本稿 目的 原因 明確 同時 究明 原因 一般性 持 確だから の はその を にすると に された が を つかを かめること、 、

本稿 二 分析作業 實施 一 語彙量 比較 一 文單位であった そのため では つの を した つは の であり もう つは。 、 。 、

對照分析 結果 文章 構成時 文 數 見 差異 兩言語 接續語尾 發達程度ごとの である その の の から られる は の の。 、 、

大 差 確認 多樣 韓國語 接續語尾 日本語に きな があるためだということを することができた すなわち な の が。 、

連用形 二 收 本稿 分析結果 對 檢証では や て の つだけに まるということである そして ではこの に する のた。 、

祈禱文 文体 類似 兩言語 聖書比較 行 上 事實 兩言語 接續詞 發達 影めに と の した の を った さらにこの が の の に、 、

響 及 確認 最後 本稿 言語 流動性 前提 上 文体 異 現代語を ぼしたことも した に では の を した で の なる でのこ。 、 、

窺 兩言語 口語体 聖書 對 比較作業 實施 結果 年代 文章体 聖書とを うため の の に する を した その の の と、 。 、

現代 口語体 聖書 間 相当 差異 現實的 存在 確實 從 本硏究 比の の の には の が に することを にしておいた って の。 、

較結果 年代 韓日兩言語 相對的 特徵 受 止 思は の の な として け められると われる。

主 祈 使徒信條 文章 單位 文 數 語彙兩 比較 接續 形キーワード の り・ ・ の ・ の ・ の ・ の ・

接續詞 品詞 比較・ の
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